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特定行為研修に係る「数値目標」の考え方について

数
値
目
標

①在宅医療における質の高い効
果的なケアの実施の推進

②新興感染症等の感染拡大時に、
高度急性期治療に対応できる知
識と技術を有する看護師の平時

からの確保

③看護の質の向上と医師の時間
外労働の上限規制に資するタス
ク・シフト／シェアの推進

④その他

算
出
の
考
え
方

都内看護職員に占める訪問看護
ステーションの就業者数に応じ
た、訪問看護ステーションにお
ける特定行為研修修了者の人数

有事に、ICUや救命救急等の集中
治療を担う全ての病棟において、
機動的かつ流動的な対応が可能
となる特定行為研修修了者の人
数（診療報酬の施設基準に係る
看護師以外に２名以上配置）

地域の救急医療体制、周産期医
療体制又は小児救急医療体制に
おいて重要な機能を担うととも
に、病院勤務医の負担の軽減及
び処遇の改善に資する取組を実
施する医療機関における特定行
為研修修了者の人数

特定行為研修
修了者を配置
する医療機関
等（病院、診
療所、介護保
険施設、社会
福祉施設等）算出

方法

・都内訪問看護ステーション就業者数
8,929人／都内看護職員数145,776人＝
6.1％（※ア）

・2029年度時点における特定行為研修
修了者の就業者数 2,738名×6.1%＝
167名

※ア 令和4年看護師等業務従事者届集
計報告（速報値）による。

・「特定集中治療室管理料」「ハイケ
アユニット入院医療管理料」を算定す
る病棟数：331棟（※イ）

・「救命救急入院料」を算定する病棟
数：11棟（※イ）

・上記の各病棟に修了者最低２名以上
配置：342棟×2名＝684名以上

※イ 施設基準を算定する病棟数は「R4
年度病床機能報告」による。

・「地域医療体制確保加算」を算定す
る医療機関数：126施設（※ウ）

・これらの医療機関が労働時間短縮に
向けた取組として、修了者最低２名以
上配置：126施設×2名＝252名以上

※ウ 施設基準を算定する医療機関数は、
施設基準の届出受理状況（Ｒ5.6.1現
在）による。

計 1,103名 1,635名

「数値目標」算出の考え方（案）
Ⅰ 2029年度時点における特定行為研修修了者の就業者数全体を推計

・指定研修機関（※１）の年間定員数合計 935名 × 定員充足率45.4％(※２) ≒ 400名／年
・都内の特定行為研修修了者数（R4.12）738名 + （400名×5年間）＝ 2,738名
⇒2029年度時点における特定行為研修修了者の就業者数：2,738名以上

Ⅱ Ⅰで推計した就業者数のうち、国が示した考慮すべき観点からの就業者数（①〜③）、
特定行為研修修了者を配置する医療機関等における就業者数（④）を推計

※１ 毎年一定規模の養成が見込まれる定員50名以上の指定研修機関を選定
※２ 指定研修機関における特定行為研修の実施状況に係るアンケート（R5.6）


